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世
界
第
四
位
の
二
億
五
千
万
人
の
人
口
と
豊
か
な
資

源
を
有
し
、
順
調
な
経
済
発
展
か
ら
国
際
的
存
在
感
を

ま
す
ま
す
高
め
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。
そ
の
首
都

で
あ
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
都
市
圏
人
口
が
三
千
万
人
に

上
る
巨
大
都
市
で
、
同
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中

心
で
あ
る
が
、
そ
の
急
激
な
成
長
に
対
応
す
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
ま
だ
ま
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
。
特
に
深
刻

な
の
が
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見

ら
れ
る
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
は
世
界
一
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
日
本
政
府
の
円

借
款
に
よ
る
資
金
援
助
を
受
け
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
Ｍ
Ｒ
Ｔ

（
都
市
高
速
鉄
道
）
第
一
期
工
事
が
二
〇
一
三
年
に
着

工
さ
れ
た
。
こ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
建
設
と
運
営

は
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
が
設
立
し
た
Ｐ
Ｔ. 

Ｍ
Ｒ
Ｔ 

Ｊ

ａ
ｋ
ａ
ｒ
ｔ
ａ
社
が
行
い
、
南
北
線
と
東
西
線
の
建
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
南
北
線
は
総
延
長
二 

三
・
八
㌔
㍍
で
、
そ
の
う
ち
の
南
側
一
五
・
七
㌔
㍍
が
第

一
期
工
事
と
し
て
、
地
下
三
工
区
と
地
上
三
工
区
を
日

系
ゼ
ネ
コ
ン
と
現
地
ゼ
ネ
コ
ン
が
組
む
四
Ｊ
Ｖ
に
よ
っ

て
現
在
施
工
さ
れ
て
い
る
。

　

当
Ｊ
Ｖ
は
弊
社
と
大
林
組
、
そ
し
て
地
元
大
手
建
設

急
速
な
経
済
発
展
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
急
務

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

世界で活躍する日本の建設企業 インドネシア共和国

嵩
上
げ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
車

線
数
は
そ
の
ま
ま
に
必
要
な
作
業
帯
を
確
保
し
た
。
ま

た
、
地
下
二
層
階
の
駅
舎
建
設
は
厚
さ
一
㍍
の
地
中
連

続
壁
を
本
体
壁
と
す
る
逆
巻
き
工
法
で
施
工
し
、
既
に

駅
舎
本
体
土
木
工
事
は
ほ
ぼ
完
了
、
現
在
は
駅
舎
内
建

築
仕
上
げ
工
事
と
設
備
工
事
、
お
よ
び
出
入
口
と
換
気

ダ
ク
ト
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
九
月
に
掘
進
を
開
始
し
た
シ
ー
ル
ド
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
、
同
国
で

初
め
て
の
シ
ー
ル
ド
工
法
で
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
で

あ
り
、
シ
ー
ル
ド
工
事
の
経
験
が
全
く
な
い
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
を
Ｊ
Ｖ
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
掘
進
工
と
し
て
採
用

し
、
日
本
人
職
員
が
施
工
管
理
方
法
、
マ
シ
ン
掘
進
お

よ
び
セ
グ
メ
ン
ト
組
立
の
操
作
方
法
を
二
十
四
時
間
体

制
で
教
育
指
導
し
な
が
ら
施
工
を
進
め
て
お
り
、
二
〇 

一
六
年
八
月
に
は
一
台
当
り
月
進
四
〇
〇
㍍
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
、
工
事
進
捗
は
七
〇
％
を
超
え
た
が
、
今
後
も

質
の
高
い
モ
ノ
作
り
を
進
め
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
技

術
移
転
を
さ
ら
に
積
極
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

優
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
技
術
者
を
育
成
し
て
、
日
本

資
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
感
を
高
め
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
し
た
国
際
貢
献
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
。

モ
ノ
作
り
と
人
作
り
を
通
し
た
国
際
貢
献
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世界で活躍する
日本の建設企業

と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
初
め
て
の
シ
ー

ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
目
抜
き
通
り
で
あ
る
幅
員
約
七
〇
㍍

の
ス
デ
ィ
ル
マ
ン
通
り
直
下
で
の
駅
舎
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
交
通
渋
滞
を
悪
化
さ
せ
ず
に
必
要
な
作
業
帯
を

確
保
で
き
る
計
画
を
詰
め
、
植
樹
帯
の
撤
去
、
歩
道
上

施
工
に
当
た
っ
て
の
ト
ピ
ッ
ク

会
社
で
あ
る
Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
の
四
社
で

組
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
期
工
事
区
間
の
う
ち
一
〇 

四
工
区
と
一
〇
五
工
区
の
地
下
二
工
区
の
施
工
を
行
っ

て
い
る
。
二
工
区
を
あ
わ
せ
た
工
区
延
長
は
三
・
八
九

㌔
㍍
で
、
地
下
四
駅
と
、
地
上
工
区
と
接
続
す
る
開
削

ト
ン
ネ
ル
四
六
〇
㍍
お
よ
び
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル

（
二
・
六
㌔
㍍
×
二
）
を
施
工
し
て
い
る
。
契
約
工
期
は

二
〇
一
三
年
八
月
か
ら
二
〇
一
八
年
十
二
月
ま
で
の
六 

四
カ
月
で
、
契
約
形
態
は
設
計
施
工
ラ
ン
プ
サ
ム
契
約

駅内移動中のシールドマシン

スナヤン駅プラットフォーム階の完成パース

渋滞の中、施工を進めるブンドゥンガ
ン・ヒリル駅

ジャカルタMRT全体計画図（黒丸が当JV工区）

1期工事
15.7㎞

2期工事
8.1㎞

地下工区

地上工区

南北線2期工事
（未発注・円借予定）

東西線-1
（計画・円借予定）

東西線-2
（計画・円借予定）

南北線1期工事（施工中・円借）


